
　
賃
金
交
渉
と
並
行
し
て
諸
要
求
の
交
渉
で
も
前

進
回
答
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。

　
秋
厚
労
で
は
、
継
続
協
議
を
行
っ
て
き
た
夜

勤
手
当
に
つ
い
て
、
深
夜
・
準
夜
共
に
５
０
０
円

増
額
。
現
行
の
夜
勤
４
回
以
上
で
交
代
制
勤
務
従

事
者
手
当
７
，０
０
０
円
を
支
給
し
て
い
ま
し
た

が
、
８
回
以
上
の
場
合
は
７
，０
０
０
円
に
３
，０

０
０
円
を
加
え
支
給
と
さ
せ
ま
し
た
。
当
直
手
当

に
つ
い
て
も
４
０
０
円
引
上
げ
て
看
護
師
長
７
，

　
26
春
闘
は
令
和
８
年
診
療
報
酬
改
定
で
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
の
見
直
し
に
伴
い
、
賃
金
引
上
げ
交
渉
が
６
月

現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
他
産
業
で
は
３
年
連
続
で
５

％
以
上
の
賃
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
医
療
・
介
護
分
野
の

人
員
確
保
や
離
職
防
止
に
は
、
他
産
業
に
追
い
つ
く
大
幅

な
賃
金
の
引
き
上
げ
こ
そ
が
必
要
で
す
。
６
月
16
日
時
点

で
の
加
盟
組
織
の
回
答
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
北
厚
労
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
職
能
給
へ
の
定
額
と
し

て
、
医
師
・
薬
剤
師
・
看
護
職
・
医
療
技
術
職
・
事
務
総
合

職
１
８
，５
０
０
円
、
事
務
一
般
職
・
技
術
職
１
５
，０
０
０
円
、

介
護
職
３
９
，２
０
０
円
と
の
回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

　
手
当
と
し
て
支
給
し
て
い
た
看
護
処
遇
改
善
手
当
・
介
護

処
遇
改
善
手
当
の
再
編
を
お
こ
な
い
、
基
本
給
へ
の
組
み
入

れ
を
実
施
。
夏
期
一
時
金
か
ら
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
秋
厚
労
は
第
２
本
俸
で
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
し
て
全
職

員
（
医
師
以
外
）
１
１
，０
０
０
円
回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

40
歳
未
満
の
医
師
に
は
処
遇
改
善
手
当
が
１
１
，０
０
０
円
。

臨
時
・
派
遣
・
委
託
は
１
１
，０
０
０
円
相
当
の
時
給
を
引

き
上
げ
、
４
月
に
遡
及
し
て
６
月
の
給
与
と
一
緒
に
支
払
わ

れ
ま
す
。

　
初
任
給
に
つ
い
て
も
大
幅
な
前
進
が
あ
り
ま
し
た
。
医
療

職
Ⅱ
、
医
療
職
Ⅲ
、
事
務
職
の
う
ち
、
初
任
給
か
ら
給
料
表

で
12
〜
13
年
目
ま
で
に
格
付
け
さ
れ
て
い
る
職
員
の
給
与
が

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
手
当
に
よ
り
引
き
上
が
り
ま
す
。
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
手
当
は
一
時
金
、
退
職
金
の
算
定
に
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
初
任
給
の
等
級
を
医
療
職
Ⅲ
に
合
わ
せ
て
、

医
療
職
Ⅱ
は
５
か
ら
４
等
級
へ
、
事
務
職
は
７
か
ら
６
等
級

へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
分
、
基
本
給
（
本
俸
＋

調
整
手
当
）
が
上
が
り
ま
す
。
一
時
金
の
算
定
に
は
本
俸
＋

調
整
手
当
、
退
職
金
の
算
定
に
は
本
俸
が
含
ま
れ
ま
す
。
７

月
よ
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

　
茨
厚
労
は
２
次
回
答
へ
１
０
０
円
プ
ラ
ス
し
た
３
次
回

答
と
し
て
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
第
２
基
本
給
で
６
０
０
円
と

し
、
令
和
８
年
の
４
０
０
円
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
合
わ
せ
て
１
，

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
手

当
は
１
７
，３
６
０
円
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
神
厚
労
で
は
、
事
務
職
員
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
し
て
初

任
給
に
重
き
を
置
き
つ
つ
平
均
３
，５
０
０
円
の
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
。
ベ
ア
に
つ
い
て
は
今
後
協
議
。

　
愛
厚
労
は
手
当
と
し
て
、
医
療
分
野
で
基
本
支
給
額
を

２
１
，０
０
０
円
と
し
、
人
材
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

職
種
に
つ
い
て
は
最
大
２
８
，０
０
０
円
の
傾
斜
配
分
。ま
た
、

介
護
分
野
に
つ
い
て
は
、
基
本
支
給
額
を
４
２
，０
０
０
円

と
し
、
職
種
や
経
験
に
応
じ
て
最
大
５
３
，０
０
０
円
の
回

答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。
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春
闘
の
賃
金
交
渉
も
大
詰
め
を
迎
え
ま
す
。
組
合
の
執

行
部
と
と
も
に
沢
山
の
組
合
員
か
ら
声
を
上
げ
、
交
渉
に
臨

み
ま
し
ょ
う
。

２
０
０
円
、
そ
れ
以
外
６
，
２
０
０
円
を
４
月
に

遡
及
し
て
差
額
を
６
月
の
給
与
と
一
緒
に
支
給
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
採
用
時
の
年
次
有
給
休
暇
を
０
日
か
ら

10
日
へ
拡
大
し
ま
し
た
。

　
福
厚
労
で
は
、
２
交
替
の
夜
勤
手
当
を
５
０

０
円
増
額
し
８
，０
０
０
円
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
岐
厚
労
で
は
、
労
働
基
準
法
へ
の
対
応
と
新

人
の
休
暇
確
保
を
目
的
に
、
有
給
休
暇
の
付
与
日

数
を
20
日
か
ら
22
日
に
増
や
し
ま
し
た
。

　
職
場
環
境
の
改
善
は
、
人
員
不
足
で
疲
弊
す
る

医
療
・
介
護
現
場
で
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
員
が
働
き
続
け
ら
れ
る
労
働
条
件
を
交
渉
で
勝

ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

（表）秋厚労の初任給引き上げ回答の詳細
≪医療職Ⅱ：薬剤師、臨床心理士、診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士、理学・作業療法士、言語聴覚士、視能訓練士、管理栄養士≫

年度末年齢 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

行
現
基本給 181,100 196,100 204,000 211,400 219,000 226,700 235,200 243,400 251,400 259,400 267,400 273,800 291,000
処遇改善手当 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000
計 184,100 199,100 207,000 214,400 222,000 229,700 238,200 246,400 254,400 262,400 270,400 276,800 294,000

与
給
新
等級引上げ 196,100 204,000 211,400 219,000 226,700 235,200 243,400 251,400 259,400 267,400 273,800 282,300 291,000
ベア後 207,100 215,000 222,400 230,000 237,700 246,200 254,400 262,400 270,400 278,400 284,800 293,300 302,000
処遇改善手当 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000
スタートアップ手当 28,100 25,400 23,200 20,800 18,300 15,000 12,000 9,200 6,400 3,600 2,400 1,900 1,200
計 238,200 243,400 248,600 253,800 259,000 264,200 269,400 274,600 279,800 285,000 290,200 298,200 306,200
現行と新給与の差 54,100 44,300 41,600 39,400 37,000 34,500 31,200 28,200 25,400 22,600 19,800 21,400 12,200

≪医療職Ⅲ：保健師、助産師、看護師≫
年度末年齢 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

行
現
基本給 203,200 208,300 212,600 218,400 224,800 231,700 238,300 245,600 253,000 260,200 268,700 277,000 285,500
処遇改善手当 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000
計 208,200 213,300 217,600 223,400 229,800 236,700 243,300 250,600 258,000 265,200 273,700 282,000 290,500

与
給
新
ベア後 214,200 219,300 223,600 229,400 235,800 242,700 249,300 256,600 264,000 271,200 279,700 288,000 296,500
処遇改善手当 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000
スタートアップ手当 49,800 47,900 46,800 44,200 41,000 37,300 33,900 29,800 25,600 21,600 16,300 11,200 5,900
計 269,000 272,200 275,400 278,600 281,800 285,000 288,200 291,400 294,600 297,800 301,000 304,200 307,400
現行と新給与の差 60,800 58,900 57,800 55,200 52,000 48,300 44,900 40,800 36,600 32,600 27,300 22,200 16,900

≪事務職：事務職員、ケースワーカー≫
年度末年齢 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

行
現
基本給 174,300 189,600 197,000 204,900 211,900 218,900 228,700 237,200 245,300 253,800 262,700 271,700
処遇改善手当 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000
計 177,300 192,600 200,000 207,900 214,900 221,900 231,700 240,200 248,300 256,800 265,700 274,700

与
給
新
等級引上げ 189,600 197,000 204,900 211,900 218,900 228,700 237,200 245,300 253,800 262,700 271,700 280,600
ベア後 200,600 208,000 215,900 222,900 229,900 236,700 242,800 248,200 256,300 264,800 273,700 282,700
処遇改善手当 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000
スタートアップ手当 28,600 24,400 19,700 15,900 12,100 8,500 5,600 3,400 3,300 2,800 1,900 900
計 232,200 235,400 238,600 241,800 245,000 248,200 251,400 254,600 262,600 270,600 278,600 286,600
現行と新給与の差 54,900 42,800 38,600 33,900 30,100 26,300 19,700 14,400 14,300 13,800 12,900 11,900

労
働
条
件
の
改
善
を
!!

労
働
条
件
の
改
善
を
!!

夜
勤
従
事
者
の
確
保
急
務

ベースアップ18,500円
ベースアップ11,000円
初任給49,800円引上げ
粘り強く交渉し３次回答引き出し
21,000円賃上げ
有給休暇2日拡大

ベースアップ18,500円
ベースアップ11,000円
初任給49,800円引上げ
粘り強く交渉し３次回答引き出し
21,000円賃上げ
有給休暇2日拡大

北厚労
秋厚労

茨厚労
愛厚労
岐厚労

https://www.zenkouro.org/

東京都台東区入谷
１－９－５
０３－３８７４－３５９１
０３－３８７４－３５９３

〒110-
0013
ＴＥＬ
ＦＡＸ

（エントリーフォームは不定期配信）

エントリーで
５千円相当が
当たる！！

エントリーで
５千円相当が
当たる！！

エントリーで
５千円相当が
当たる！！

エントリーで
５千円相当が
当たる！！

公式LINEで毎号配信

（1） 2026年６月20日 第546号全 厚 労 ニ ュ ー ス

http://line.me/R/ti/p/@781zgepo


当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
月
号
の
答
え
は
「
カ
フ
ン
シ
ョ
ウ
」
で
、
当
選
倍
率
は
５
・
１
倍
（
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

締め切り：2026年7月末日　消印有効
あて先：〒110－0013東京都台東区入谷１－９－５－６F 全厚労　ニュース係
読者の声・クイズ答えはQRコードよりスマホから投稿できます♪

頑張る仲間

中央副執行委員長と労働条件対策部長を兼務
の川上智浩さんを紹介いたします。厚生連入会
16年目ですが、労組歴も長く、札幌分会書記
長を経て遠軽病院から中央執行委員、現在は帯
広厚生病院放射線技術科に勤務しながら、札幌
の会議に出席。復路はいつも21時の最終ＪＲと
タイトなスケジュールをこなしています。昨年度
は新人事制度移行５年が経過したことを踏まえ
制度のさらなる理解と浸透、課題抽出を目的に
14分会を対象にＷＥＢ学習会の講師を務め、今
後の会との協議に向けて課題を整理中です。

　小学校から始めた剣道は高校まで続け３段の腕前、武道の精神がタイ
トな組合活動を支えているのかも。帯広へ単身赴任中ですが、これから
訪れる北海道の短い夏を二人のお子様と奥さまと一緒にキャンプをする
ことを楽しみにしています。

　愛厚労副執行委員長の増田です。普段は
知多厚生病院で管理栄養士として勤務してい
ます。当院は病院食を直営で運営しており、
献立作成にも携わっています。最近は物価
上昇の影響で食材費の高騰が続き、現場で
も工夫が求められています。こうした影響は、
私たち組合員の生活にもそのまま表れてお
り、日々の暮らしの負担が大きくなっている
と感じています。こうした現場の状況や生活
の実感を大切にしながら、組合活動を通じ
て、働きやすく安心できる環境づくりにつな
げていきたいと考えています。よろしくお願
いします。

北海道　川上智浩さん

愛知　増田明啓さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第217回は北海道・愛知にお願
いしました。

　
桜
が
咲
い
て
春
を
感
じ
る
季
節
。

岐
阜
の
団
交
で
は
ボ
ー
ナ
ス
も
手
当

も
上
が
ら
ず
、
む
し
ろ
減
額
回
答
。

心
は
冬
に
も
ど
る
。
６
月
の
団
交
で

は
雨
や
雲
で
は
な
く
晴
れ
間
が
見
え

た
ら
と
願
う
。

（
岐
阜
）

―
―
今
年
の
春
闘
は
診
療
報
酬
改
定

で
全
国
的
に
ベ
ア
要
求
し
て
い

る
の
で
大
丈
夫
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
晴
れ
晴
れ
と
し
た
気
持

ち
で
夏
を
迎
え
た
い
で
す
ね
！

（
Ｋ
Ｕ
）

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
部
署

が
変
わ
り
ま
し
た
。
引
き
継
ぎ
を
し

て
く
れ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

周
り
の
職
員
皆
さ
ん
が
と
て
も
親
切

で
、
ち
ょ
っ
と
迷
っ
た
り
考
え
た
り

し
て
い
る
と
、
す
ぐ
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
有
り
難
く
て
、
と

て
も
嬉
し
い
の
と
同
時
に
、
こ
れ
ま

で
自
分
が
後
輩
に
対
し
て
出
来
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
す
る
日
々
。

早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
皆
さ
ん
に
恩

返
し
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
元
の

部
署
の
後
輩
に
も
こ
の
気
遣
い
を
拡

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（静

岡
）

―
―
申
し
送
り
や
仕
事
を
教
え
る
こ

と
っ
て
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
今
の
気
持
ち
を
こ
れ
か
ら

も
持
ち
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
Ｏ
Ｇ
）

　
先
日
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

地
震
体
験
車
で
震
度
６
を
体
験
し
、

地
震
の
時
に
は
普
通
に
着
替
え
る
こ

と
は
出
来
ず
座
っ
て
行
動
す
る
方
が

安
全
で
あ
る
こ
と
を
体
感
し
ま
し
た
。

体
験
す
る
こ
と
で
見
直
せ
る
行
動
が

あ
っ
た
の
で
お
勧
め
し
ま
す
。（三

重
）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と

っ
さ
の
時
に
少
し
で
も
動
け
る

よ
う
に
し
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

（
Ｅ
Ｎ
）

　
い
つ
も
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
広
島

の
新
人
研
修
に
組
合
説
明
会
が
あ
る

こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
労
使

良
好
な
関
係
で
い
い
事
だ
と
思
い
ま

す
。

（
徳
島
）

―
―
各
県
さ
ま
ざ
ま
な
労
使
関
係
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。
使
用
者
側
も

労
組
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
ね
。
（
Ａ
Ｋ
）

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

い
ま「
推
し
活
」

ス
タ
イ
ル
で
、
国

会
前
や
街
頭
デ
モ

に
出
る
流
れ
が
拡

が
っ
て
い
る
。
早

速
自
分
も
ダ
イ
ソ

ー
で
巨
大
う
ち
わ

を
買
い
、
ポ
ス
カ

で
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」
と
デ

コ
、
ペ
ン
ラ
イ
ト

も
ネ
ッ
ト
で
急
ぎ

４
本
買
っ
た
！
１

本
は
友
だ
ち
に
あ
げ
た
。
こ

の
ま
ま
だ
と
な
ん
だ
か
息
苦

し
い
社
会
が
来
そ
う
だ
が
、

元
気
な
限
り
声
は
上
げ
た
い
。

（
Ｍ
Ｔ
）

産別 さんべつ：産業別労働組合のこと。同じ産業に従
事する労働者によって、企業の枠を超えて組織される労
働組合。日本の医療産業別労働組合は、全厚労も加盟し
ている「日本医療労働組合連合会（日本医労連）」。７全
国組合・47都道府県医労連で構成され、企業規模の違
いをこえて医療や福祉の職場・関連する事業所ではたら
く労働者約１７万人が加入している。

労働組合用語集

　医労連共済の魅力のひとつに入院給付・休業給付が
あり、医労連共済加入者の多くがセット 7 型＋医療 16
口で加入して、入院 1 万円・休業 5 千円の保障を準備
しています。しかし病気・ケガの保障は入院給付・休
業給付だけではありません。医労連共済は後遺障害の
保障が魅力です。民間保険では対象とならない「透析
開始」「子宮全摘」「ペースメーカー
植込み」「胆嚢摘出」なども対象
となります。後遺障害は死亡保障
の額を最高保障額として等級で給
付額が決まります。同じ等級でも
加入型式で給付額は変わります。
加入の際の参考にしてください。

 他にはない大きな保障  他にはない大きな保障 

【問題】４月入職の新卒社員の給料。報道では企業の７割近くが人材確
保や物価高への対応を背景に、引き上げを実施・予定しています。

答え『し ょ に ん □ □ □ 』
紙面をヒントに答え(7文字)を、右QRコードまたは下記あて先へお送りください。

今月はキーワードクイズ♪今月はキーワードクイズ♪今月はキーワードクイズ♪

な
っ
た
。
男
性
も
働
き
や
す
く
、

お
互
い
様
で
し
っ
か
り
休
ん
で
、

健
康
で
生
き
続
け
ら
れ
る
社
会
に

な
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。
男
女

だ
け
で
な
く
性
自
認
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
。
そ
の
人
ら
し
く
働
け
る
職

場
を
作
る
た
め
に
「
い
き
い
き
ワ

ー
ク
学
習
会
」
が
で
き
た
と
思
う
。

い
い
職
場
を
作
っ
て
、
い
い
医
療

や
介
護
を
提
供
で
き
る
運
動
に
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
、

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

と
い
っ
た
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
松
尾
晃
担
当
四
役
か
ら
集
会ま
と

め
で
、
女
性
委
員
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
健
康
で
や
さ
し
く
美
し
く
働
き
続

け
る
た
め
に
」
は
、
１
９
８
４
年

婦
人
集
会
で
の
徳
島
の
参
加
者
か

ら
出
た
感
想
を
取
り
上
げ
て
掲
げ

て
き
た
も
の
。
お
互
い
様
で
し
っ

か
り
休
ん
で
健
康
で
い
ら
れ
る
社

会
に
な
れ
ば
と
思
う
。
１
９
８
６

年
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
で
き
、

女
性
も
男
性
同
等
に
働
く
社
会
と

妊
婦
に
過
酷
な
実
態

あ
き
ら
か
に

　
全
厚
労
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
に

協
力
頂
い
た
、「
全
労
連
　
女
性
労

働
者
の
労
働
実
態
調
査
」
及
び
「
妊

娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
実
態
調

査
」
に
つ
い
て
、
福
島
県
厚
生
連
で

27
年
間
看
護
師
と
し
て
働
き
現
在
は

日
本
医
労
連
女
性
協
事
務
局
長
の
齋

藤
由
美
子
さ
ん
か
ら
医
療
産
別
（
日

本
医
労
連
集
約
分
）
の
特
徴
を
報
告

頂
き
ま
し
た

　
生
理
休
暇
に
つ
い
て
８
割
以
上
が

取
得
で
き
ず
、
約
７
割
の
職
員
が
鎮

痛
剤
を
服
用
し
な
が
ら
勤
務
し
て
い

る
こ
と
。
ま
た
、
妊
娠
中
で
あ
っ
て

も
深
夜
業
勤
務
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
看
護
師
が
３
割
に
上
り
、
流
産

の
経
験
に
つ
い
て
は
５
年
前
の
調
査

よ
り
４
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
え
、
全
産

業
と
比
較
し
て
も
２
・
４
ポ
イ
ン
ト

多
い
結
果
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
妊
娠
中
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
症

状
の
多
い
順
で
、「
妊
娠
悪
阻
つ
わ

り
が
ひ
ど
い
」
38
・
１
％
、「
切
迫

流
産
・
早
産
」
28
・
１
％
、「
貧
血
」

22
・
０
％
と
続
き
ま
し
た
。「
順
調
」

と
回
答
し
た
割
合
も
全
産
業
よ
り
低

く
、
安
心
し
て
妊
娠
継
続
で
き
る
職

場
環
境
が
、
命
を
守
る
医
療
現
場
に

も
か
か
わ
ら
ず
十
分
に
整
っ
て
い
な

い
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
育
児
休
業
の
取
得
状
況
に
つ

い
て
正
規
職
で
高
い
一
方
、
非
正
規

で
は
特
に
有
期
雇
用
で
取
得
率
が
低

く
、有
期
雇
用
者
の
約
半
数
が
妊
娠
・

出
産
を
機
に
退
職
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
以
降

の
育
児
・
介
護
休
業
法
改
正
に
よ
り

育
児
休
業
を
「
自
分
と
パ
ー
ト
ナ
ー

双
方
が
取
得
」
が
増
加
し
ま
し
た
が
、

正
規
19
％
、
非
正
規
（
無
期
）
15
・

８
％
（
有
期
）
４
％
と
、
非
正
規
で

は
取
得
が
進
ま
ず
、
出
産
後
も
働
き

続
け
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
妊
娠
中
の
業
務
軽
減
措
置
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
職
員
が
、「
深
夜
業

免
除
」や
「
時
間
外
労
働
免
除
」、「
休

憩
時
間
延
長
」、「
通
勤
緩
和
」
な
ど

の
制
度
を
知
ら
ず
、「
母
性
健
康
管

理
指
導
事
項
連
絡
カ
ー
ド
」
も
半
数

以
上
が
未
周
知
で
し
た
。

　
母
性
保
護
制
度
を
活
用
す
る
に
は
、

人
員
配
置
や
賃
金
保
障
、
安
心
し
て

利
用
で
き
る
職
場
環
境
の
整
備
が
必

要
で
す
。
齋
藤
事
務
局
長
は
医
療
・

介
護
・
福
祉
分
野
で
、
女
性
に
家
事

労
働
を
期
待
す
る
考
え
方
が
賃
金
の

低
さ
に
つ
な
が
っ
て
き
た
、
根
底
に

あ
る
女
性
差
別
を
な
く
し
、
一
人
ひ

と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
職
場
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
声
を
あ
げ
た
人
を
孤

立
さ
せ
ず
、
声
を
あ
げ
ら
れ
な
い
人

の
思
い
に
寄
り
添
う
こ
と
が
重
要
で

あ
り
労
働
組
合
の
役
割
だ
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

自
信
に
つ
な
が
っ
た

男
性
育
休
取
得

　
男
性
の
育
休
取
得
に
つ
い
て
、
茨

厚
労
か
ら
水
戸
支
部
・
斉
藤
史
哲
さ

ん
と
西
南
支
部
・
小
川
誠
貴
さ
ん
か

ら
経
験
や
「
茨
厚
労
に
お
け
る
男
性

育
休
取
得
状
況
」
調
査
の
内
容
を
報

告
頂
き
ま
し
た
。

　
男
性
看
護
師
で
１
ヵ
月
育
休
取
得

し
た
斉
藤
さ
ん
は
、
慢
性
的
な
人
員

不
足
に
よ
り
一
人
が
長
期
間
休
む
こ

と
で
他
ス
タ
ッ
フ
へ
の
負
担
の
懸
念
、

「
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
心
理
的
負
担
か
ら
取

得
を
た
め
ら
う
男
性
看
護
師
も
少
な

く
な
い
と
話
さ
れ
た
一
方
で
、
女
性

が
多
い
職
場
の
た
め
師
長
な
ど
管
理

職
も
理
解
が
あ
り
実
際
は
取
得
し
や

す
い
環
境
に
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
小
川
さ
ん
は
、
主
に
看
護
師
・
リ

ハ
ビ
リ
・
臨
床
工
学
士
な
ど
24
名
が

回
答
し
た
男
性
育
休
取
得
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
紹
介
。
約
70

％
が
男
性
育
休
を
取
得
し
や
す
か
っ

た
と
回
答
し
、
日
数
は
１
〜
３
か
月

の
間
で
取
ら
れ
る
方
が
多
か
っ
た
こ

と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
身
の
約
３
ヶ
月
間
の
育

児
休
業
に
つ
い
て
、
成
長
が
著
し
い

時
期
を
毎
日
一
緒
に
過
ご
せ
て
一
生

に
一
度
の
貴
重
な
期
間
と
な
っ
た
。

お
む
つ
交
換
や
沐
浴
、
ミ
ル
ク
、
寝

か
し
つ
け
、
病
院
受
診
な
ど
を
一
通

り
経
験
で
き
、
育
児
ス
キ
ル
が
身
に

つ
い
た
こ
と
で
復
職
後
も
自
然
に
育

児
参
加
で
き
た
。
子
ど
も
を
24
時
間

見
守
る
こ
と
で
生
命
の
力
強
さ
を
再

認
識
し
、
子
ど
も
が
数
時
間
前
に
は

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
不
意
に
で
き

る
よ
う
に
な
る
瞬
間
に
立
ち
会
え
る

の
は
、
四
六
時
中
一
緒
に
い
る
「
育

休
中
」
だ
か
ら
こ
そ
の
特
権
だ
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
「
休
業
給
付
金

の
支
給
が
遅
く
数
ヶ
月
分
の
貯
え
は

必
要
」「
急
な
生
活
リ
ズ
ム
の
変
化

で
ス
ト
レ
ス
や
体
調
不
良
に
も
注
意
。

し
か
し
、
取
得
し
て
よ
か
っ
た
と
思

う
」
と
い
っ
た
声
も
紹
介
さ
れ
、
最

後
に
「
仕
事
を
休
む
制
度
」
で
は
な

く
「
家
族
と
向
き
合
う
た
め
の
制

度
」
で
あ
り
、
積
極
的
に
取
っ
て
ほ

し
い
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

知
っ
て
欲
し
い
更
年
期

　
楠
潔
代
女
性
委
員
長
か
ら
は
自
身

の
体
調
変
化
に
つ
い
て
の
経
験
も
含

め
、「
更
年
期
」
時
期
や
介
護
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
更
年
期
は
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が

乱
れ
る
こ
と
で
自
律
神
経
の
調
節
が

乱
れ
、ほ
て
り
・
の
ぼ
せ
・
冷
え
な
ど
、

体
に
さ
ま
ざ
ま
な
不
調
が
現
れ
ま
す
。

症
状
は
１
０
０
種
類
に
及
ぶ
と
も
い

わ
れ
て
お
り
、
約
９
割
の
女
性
が
何

ら
か
の
不
快
症
状
を
感
じ
ま
す
。
種

類
や
強
さ
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
更
年
期
の
さ
ま
ざ

ま
な
不
調
を
「
更
年
期
症
状
」
仕
事

や
家
事
に
支
障
を
き
た
し
て
し
ま
う

ほ
ど
の
重
い
も
の
を
「
更
年
期
障

害
」
と
い
い
ま
す
。
更
年
期
以
降
も

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
減
少
に
よ
っ
て
女

性
は
骨
粗
し
ょ
う
症
や
動
脈
硬
化
な

ど
の
リ
ス
ク
が
男
性
よ
り
も
高
く
な

り
ま
す
。

　
楠
委
員
長
は
更
年
期
に
つ
い
て
の

知
識
が
な
い
と
症
状
ご
と
に
受
診
す

る
「
ド
ク
タ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
に

な
り
や
す
く
、
婦
人
科
で
の
更
年
期

医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
悩
む
女

性
も
少
な
く
な
い
と
話
さ
れ
、
体
調

の
悪
い
時
は
お
互
い
様
の
精
神
で
み

ん
な
が
我
慢
せ
ず
、
鎮
痛
剤
に
頼
ら

ず
、
休
む
職
場
に
し
て
い
こ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

健
康
に
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
へ

　
参
加
者
か
ら
は
「
女
性
の
体
は
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
や
体
調
の
変
化
で

色
々
な
症
状
が
あ
る
。
い
ま
休
め
な

い
現
状
が
あ
る
の
で
、
休
み
や
す
く

す
る
職
場
や
、
人
員
増
を
組
合
と
し

て
交
渉
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

っ
た
。
色
々
な
休
み
や
制
度
が
あ
る

こ
と
を
学
習
し
て
、
そ
れ
を
材
料
に

交
渉
し
て
い
こ
う
」
と
い
っ
た
発
言

や
、「
新
生
児
の
時
期
は
す
ぐ
終
わ

っ
て
し
ま
う
。
１
日
１
日
を
父
親
と

し
て
、
自
分
の
子
ど
も
と
の
時
間
を

大
事
に
す
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
そ

の
時
間
を
作
る
た
め
に
も
、
人
数
が

少
な
い
職
場
の
体
制
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
。
更
年
期
の
職
員
も
労
り
、

い
つ
で
も
気
持
ち
よ
く
休
暇
を
取
っ

て
も
ら
う
環
境
を
整
え
て
、
質
を
上

げ
て
い
く
こ
と
で
お
互
い
様
の
精
神

が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
」

　
６
月
12
日
、
東
京
・
入
谷
「
日
本
医
療
労
働
会
館
」
に
て
16
県
72
名
で
女
性
委
員
会
プ
レ
ゼ
ン
ツ
い
き
い

き
ワ
ー
ク
学
習
会
、
翌
日
に
平
和
委
員
会
と
の
合
同
企
画
で
靖
国
神
社
平
和
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。
集
会

で
は
基
調
報
告
の
ほ
か
、「
女
性
労
働
者
実
態
調
査
結
果
か
ら
見
え
る
も
の
」、「
男
性
の
育
休
取
得
に
つ
い
て
」、

「
更
年
期
・
介
護
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
特
別
報
告
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

女
性
委
員
会
プ
レ
ゼ
ン
ツ
い
き
い
き
ワ
ー
ク
学
習
会

　
最
近
、
メ
ー
ル
相
談
な
ど
を
行
う

中
で
感
じ
る
の
は
、
失
敗
そ
の
も
の

に
悩
む
と
い
う
よ
り
も
、
失
敗
し
て

は
い
け
な
い
、
周
り
か
ら
遅
れ
を
と

っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
に
苦
し
む
人
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
現
代
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
や
成
果

主
義
の
影
響
も
あ
り
、
一
度
の
失
敗

を
人
生
の
終
わ
り
の
よ
う
に
と
ら
え

て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
特
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
影
響
で
、
私
た
ち
は
か
つ

て
な
い
ほ
ど
、
他
者
の
成
功
や
成
果

を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
、転
職
・
結
婚
・

出
産
の
報
告
な
ど
、
知
人
や
友
人
、

芸
能
人
ら
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち

の
充
実
し
た
日
常
生
活
の
様
子
が

手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
り
ま
す
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

上
げ
ら
れ
る
一
面
は
、
人
に
見
せ
て

も
よ
い
、
見
せ
た
い
場
面
で
あ
る
こ

と
が
多
く
、
そ
の
裏
に
あ
る
苦
労
や

失
敗
は
見
え
に
く
い
も
の
で
す
。
し

か
し
、
そ
れ
に
気
が
付
か
ず
、
自

分
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
に

感
じ
、
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
自
分

が
必
要
以
上
に
目
に
つ
い
て
し
ま
う

の
で
す
。
実
際
、
失
敗
し
た
こ
と
そ

の
も
の
よ
り
も
、
周
り
は
皆
、
順
調

に
進
ん
で
い
る
の
に
、
自

分
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
て

い
る
と
い
う
「
比
較
の
苦

し
み
」
を
感
じ
て
い
る
こ

と
が
多
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　
し
か
し
、
失
敗
を
避
け

て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。「
失
敗
を
し
て
し
ま
っ
た
自
分

は
終
わ
り
で
価
値
が
な
い
」
に
し
な

い
こ
と
が
、
そ
の
後
の
生
き
方
を
変

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

た
め
に
は
、
結
果
だ
け
で
判
断
し

な
い
経
験
を
た
く
さ
ん
積
む
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
目
に
見
え
る
結
果
だ
け
で
は
な

く
、
家
族
や
友
人
と
培
っ
て
き
た
関

係
、
誰
か
の
役
に
立
っ
た
と
い
う
経

験
、
勉
強
や
仕
事
以
外
で
の
充
実

し
た
時
間
な
ど
が
あ
る
と
、
た
と
え

仕
事
や
勉
強
で
失
敗
し
た
と
し
て
も
、

自
分
の
価
値
は
失
わ
れ
な
い
と
思
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
20
）

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
隆
盛
で
広
が
る「
比
較
の
苦
し
み
」

山本晴義先生

心
の
相
談
室

青年コーヒー財活中の新米パパ小川さん

妊産婦が請求した場合、深夜業（夜勤）を
させることはできない

集会は男性組合員も多く参加

会場後方では原爆パネル展示も行いました

男
性
育
休
、働
き
や
す
い
職
場
へ一歩

男
性
育
休
、働
き
や
す
い
職
場
へ一歩
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
月
号
の
答
え
は
「
カ
フ
ン
シ
ョ
ウ
」
で
、
当
選
倍
率
は
５
・
１
倍
（
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

締め切り：2026年7月末日　消印有効
あて先：〒110－0013東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係
読者の声・クイズ答えはQRコードよりスマホから投稿できます♪

頑張る仲間

　中央副執行委員長と労働条件対策部長を兼務
の川上智浩さんを紹介いたします。厚生連入会
16年目ですが、労組歴も長く、札幌分会書記
長を経て遠軽病院から中央執行委員、現在は帯
広厚生病院放射線技術科に勤務しながら、札幌
の会議に出席。復路はいつも21時の最終ＪＲと
タイトなスケジュールをこなしています。昨年度
は新人事制度移行５年が経過したことを踏まえ
制度のさらなる理解と浸透、課題抽出を目的に
14分会を対象にＷＥＢ学習会の講師を務め、今
後の会との協議に向けて課題を整理中です。

　小学校から始めた剣道は高校まで続け３段の腕前、武道の精神がタイ
トな組合活動を支えているのかも。帯広へ単身赴任中ですが、これから
訪れる北海道の短い夏を二人のお子様と奥さまと一緒にキャンプをする
ことを楽しみにしています。

　愛厚労副執行委員長の増田です。普段は
知多厚生病院で管理栄養士として勤務してい
ます。当院は病院食を直営で運営しており、
献立作成にも携わっています。最近は物価
上昇の影響で食材費の高騰が続き、現場で
も工夫が求められています。こうした影響は、
私たち組合員の生活にもそのまま表れてお
り、日々の暮らしの負担が大きくなっている
と感じています。こうした現場の状況や生活
の実感を大切にしながら、組合活動を通じ
て、働きやすく安心できる環境づくりにつな
げていきたいと考えています。よろしくお願
いします。

北海道　川上智浩さん

愛知　増田明啓さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第217回は北海道・愛知にお願
いしました。

　
桜
が
咲
い
て
春
を
感
じ
る
季
節
。

岐
阜
の
団
交
で
は
ボ
ー
ナ
ス
も
手
当

も
上
が
ら
ず
、
む
し
ろ
減
額
回
答
。

心
は
冬
に
も
ど
る
。
６
月
の
団
交
で

は
雨
や
雲
で
は
な
く
晴
れ
間
が
見
え

た
ら
と
願
う
。

（
岐
阜
）

―
―
今
年
の
春
闘
は
診
療
報
酬
改
定

で
全
国
的
に
ベ
ア
要
求
し
て
い

る
の
で
大
丈
夫
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
晴
れ
晴
れ
と
し
た
気
持

ち
で
夏
を
迎
え
た
い
で
す
ね
！

（
Ｋ
Ｕ
）

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
部
署

が
変
わ
り
ま
し
た
。
引
き
継
ぎ
を
し

て
く
れ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

周
り
の
職
員
皆
さ
ん
が
と
て
も
親
切

で
、
ち
ょ
っ
と
迷
っ
た
り
考
え
た
り

し
て
い
る
と
、
す
ぐ
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
有
り
難
く
て
、
と

て
も
嬉
し
い
の
と
同
時
に
、
こ
れ
ま

で
自
分
が
後
輩
に
対
し
て
出
来
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
す
る
日
々
。

早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
皆
さ
ん
に
恩

返
し
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
元
の

部
署
の
後
輩
に
も
こ
の
気
遣
い
を
拡

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（静

岡
）

―
―
申
し
送
り
や
仕
事
を
教
え
る
こ

と
っ
て
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
今
の
気
持
ち
を
こ
れ
か
ら

も
持
ち
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
Ｏ
Ｇ
）

　
先
日
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

地
震
体
験
車
で
震
度
６
を
体
験
し
、

地
震
の
時
に
は
普
通
に
着
替
え
る
こ

と
は
出
来
ず
座
っ
て
行
動
す
る
方
が

安
全
で
あ
る
こ
と
を
体
感
し
ま
し
た
。

体
験
す
る
こ
と
で
見
直
せ
る
行
動
が

あ
っ
た
の
で
お
勧
め
し
ま
す
。（三

重
）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と

っ
さ
の
時
に
少
し
で
も
動
け
る

よ
う
に
し
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

（
Ｅ
Ｎ
）

　
い
つ
も
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
広
島

の
新
人
研
修
に
組
合
説
明
会
が
あ
る

こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
労
使

良
好
な
関
係
で
い
い
事
だ
と
思
い
ま

す
。

（
徳
島
）

―
―
各
県
さ
ま
ざ
ま
な
労
使
関
係
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。
使
用
者
側
も

労
組
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
ね
。
（
Ａ
Ｋ
）

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　
い
ま「
推
し
活
」

ス
タ
イ
ル
で
、
国

会
前
や
街
頭
デ
モ

に
出
る
流
れ
が
拡

が
っ
て
い
る
。
早

速
自
分
も
ダ
イ
ソ

ー
で
巨
大
う
ち
わ

を
買
い
、
ポ
ス
カ

で
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」
と
デ

コ
、
ペ
ン
ラ
イ
ト

も
ネ
ッ
ト
で
急
ぎ

４
本
買
っ
た
！
１

本
は
友
だ
ち
に
あ
げ
た
。
こ

の
ま
ま
だ
と
な
ん
だ
か
息
苦

し
い
社
会
が
来
そ
う
だ
が
、

元
気
な
限
り
声
は
上
げ
た
い
。

（
Ｍ
Ｔ
）

産別　さんべつ：産業別労働組合のこと。同じ産業に従
事する労働者によって、企業の枠を超えて組織される労
働組合。日本の医療産業別労働組合は、全厚労も加盟し
ている「日本医療労働組合連合会（日本医労連）」。７全
国組合・47都道府県医労連で構成され、企業規模の違
いをこえて医療や福祉の職場・関連する事業所ではたら
く労働者約１７万人が加入している。

労働組合用語集

　医労連共済の魅力のひとつに入院給付・休業給付が
あり、医労連共済加入者の多くがセット 7 型＋医療 16
口で加入して、入院 1 万円・休業 5 千円の保障を準備
しています。しかし病気・ケガの保障は入院給付・休
業給付だけではありません。医労連共済は後遺障害の
保障が魅力です。民間保険では対象とならない「透析
開始」「子宮全摘」「ペースメーカー
植込み」「胆嚢摘出」なども対象
となります。後遺障害は死亡保障
の額を最高保障額として等級で給
付額が決まります。同じ等級でも
加入型式で給付額は変わります。
加入の際の参考にしてください。

 他にはない大きな保障  他にはない大きな保障 

【問題】４月入職の新卒社員の給料。報道では企業の７割近くが人材確
保や物価高への対応を背景に、引き上げを実施・予定しています。

答え『し ょ に ん □ □ □ 』
紙面をヒントに答え(7文字)を、右QRコードまたは下記あて先へお送りください。

今月はキーワードクイズ♪今月はキーワードクイズ♪今月はキーワードクイズ♪

な
っ
た
。
男
性
も
働
き
や
す
く
、

お
互
い
様
で
し
っ
か
り
休
ん
で
、

健
康
で
生
き
続
け
ら
れ
る
社
会
に

な
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。
男
女

だ
け
で
な
く
性
自
認
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
。
そ
の
人
ら
し
く
働
け
る
職

場
を
作
る
た
め
に
「
い
き
い
き
ワ

ー
ク
学
習
会
」
が
で
き
た
と
思
う
。

い
い
職
場
を
作
っ
て
、
い
い
医
療

や
介
護
を
提
供
で
き
る
運
動
に
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
、

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

と
い
っ
た
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

松
尾
晃
担
当
四
役
か
ら
集
会ま
と

め
で
、
女
性
委
員
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
健
康
で
や
さ
し
く
美
し
く
働
き
続

け
る
た
め
に
」
は
、
１
９
８
４
年

婦
人
集
会
で
の
徳
島
の
参
加
者
か

ら
出
た
感
想
を
取
り
上
げ
て
掲
げ

て
き
た
も
の
。
お
互
い
様
で
し
っ

か
り
休
ん
で
健
康
で
い
ら
れ
る
社

会
に
な
れ
ば
と
思
う
。
１
９
８
６

年
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
で
き
、

女
性
も
男
性
同
等
に
働
く
社
会
と

妊
婦
に
過
酷
な
実
態

あ
き
ら
か
に

全
厚
労
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
に

協
力
頂
い
た
、「
全
労
連

女
性
労

働
者
の
労
働
実
態
調
査
」
及
び
「
妊

娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
実
態
調

査
」
に
つ
い
て
、
福
島
県
厚
生
連
で

27
年
間
看
護
師
と
し
て
働
き
現
在
は

日
本
医
労
連
女
性
協
事
務
局
長
の
齋

藤
由
美
子
さ
ん
か
ら
医
療
産
別
（
日

本
医
労
連
集
約
分
）
の
特
徴
を
報
告

頂
き
ま
し
た

生
理
休
暇
に
つ
い
て
８
割
以
上
が

取
得
で
き
ず
、
約
７
割
の
職
員
が
鎮

痛
剤
を
服
用
し
な
が
ら
勤
務
し
て
い

る
こ
と
。
ま
た
、
妊
娠
中
で
あ
っ
て

も
深
夜
業
勤
務
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
看
護
師
が
３
割
に
上
り
、
流
産

の
経
験
に
つ
い
て
は
５
年
前
の
調
査

よ
り
４
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
え
、
全
産

業
と
比
較
し
て
も
２
・
４
ポ
イ
ン
ト

多
い
結
果
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

妊
娠
中
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
症

状
の
多
い
順
で
、「
妊
娠
悪
阻
つ
わ

り
が
ひ
ど
い
」
38
・
１
％
、「
切
迫

流
産
・
早
産
」
28
・
１
％
、「
貧
血
」

22
・
０
％
と
続
き
ま
し
た
。「
順
調
」

と
回
答
し
た
割
合
も
全
産
業
よ
り
低

く
、
安
心
し
て
妊
娠
継
続
で
き
る
職

場
環
境
が
、
命
を
守
る
医
療
現
場
に

も
か
か
わ
ら
ず
十
分
に
整
っ
て
い
な

い
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
育
児
休
業
の
取
得
状
況
に
つ

い
て
正
規
職
で
高
い
一
方
、
非
正
規

で
は
特
に
有
期
雇
用
で
取
得
率
が
低

く
、有
期
雇
用
者
の
約
半
数
が
妊
娠
・

出
産
を
機
に
退
職
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
以
降

の
育
児
・
介
護
休
業
法
改
正
に
よ
り

育
児
休
業
を
「
自
分
と
パ
ー
ト
ナ
ー

双
方
が
取
得
」
が
増
加
し
ま
し
た
が
、

正
規
19
％
、
非
正
規
（
無
期
）
15
・

８
％
（
有
期
）
４
％
と
、
非
正
規
で

は
取
得
が
進
ま
ず
、
出
産
後
も
働
き

続
け
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

妊
娠
中
の
業
務
軽
減
措
置
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
職
員
が
、「
深
夜
業

免
除
」や
「
時
間
外
労
働
免
除
」、「
休

憩
時
間
延
長
」、「
通
勤
緩
和
」
な
ど

の
制
度
を
知
ら
ず
、「
母
性
健
康
管

理
指
導
事
項
連
絡
カ
ー
ド
」
も
半
数

以
上
が
未
周
知
で
し
た
。

母
性
保
護
制
度
を
活
用
す
る
に
は
、

人
員
配
置
や
賃
金
保
障
、
安
心
し
て

利
用
で
き
る
職
場
環
境
の
整
備
が
必

要
で
す
。
齋
藤
事
務
局
長
は
医
療
・

介
護
・
福
祉
分
野
で
、
女
性
に
家
事

労
働
を
期
待
す
る
考
え
方
が
賃
金
の

低
さ
に
つ
な
が
っ
て
き
た
、
根
底
に

あ
る
女
性
差
別
を
な
く
し
、
一
人
ひ

と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
職
場
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
声
を
あ
げ
た
人
を
孤

立
さ
せ
ず
、
声
を
あ
げ
ら
れ
な
い
人

の
思
い
に
寄
り
添
う
こ
と
が
重
要
で

あ
り
労
働
組
合
の
役
割
だ
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

自
信
に
つ
な
が
っ
た

男
性
育
休
取
得

男
性
の
育
休
取
得
に
つ
い
て
、
茨

厚
労
か
ら
水
戸
支
部
・
斉
藤
史
哲
さ

ん
と
西
南
支
部
・
小
川
誠
貴
さ
ん
か

ら
経
験
や
「
茨
厚
労
に
お
け
る
男
性

育
休
取
得
状
況
」
調
査
の
内
容
を
報

告
頂
き
ま
し
た
。

男
性
看
護
師
で
１
ヵ
月
育
休
取
得

し
た
斉
藤
さ
ん
は
、
慢
性
的
な
人
員

不
足
に
よ
り
一
人
が
長
期
間
休
む
こ

と
で
他
ス
タ
ッ
フ
へ
の
負
担
の
懸
念
、

「
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
心
理
的
負
担
か
ら
取

得
を
た
め
ら
う
男
性
看
護
師
も
少
な

く
な
い
と
話
さ
れ
た
一
方
で
、
女
性

が
多
い
職
場
の
た
め
師
長
な
ど
管
理

職
も
理
解
が
あ
り
実
際
は
取
得
し
や

す
い
環
境
に
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

小
川
さ
ん
は
、
主
に
看
護
師
・
リ

ハ
ビ
リ
・
臨
床
工
学
士
な
ど
24
名
が

回
答
し
た
男
性
育
休
取
得
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
紹
介
。
約
70

％
が
男
性
育
休
を
取
得
し
や
す
か
っ

た
と
回
答
し
、
日
数
は
１
〜
３
か
月

の
間
で
取
ら
れ
る
方
が
多
か
っ
た
こ

と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
身
の
約
３
ヶ
月
間
の
育

児
休
業
に
つ
い
て
、
成
長
が
著
し
い

時
期
を
毎
日
一
緒
に
過
ご
せ
て
一
生

に
一
度
の
貴
重
な
期
間
と
な
っ
た
。

お
む
つ
交
換
や
沐
浴
、
ミ
ル
ク
、
寝

か
し
つ
け
、
病
院
受
診
な
ど
を
一
通

り
経
験
で
き
、
育
児
ス
キ
ル
が
身
に

つ
い
た
こ
と
で
復
職
後
も
自
然
に
育

児
参
加
で
き
た
。
子
ど
も
を
24
時
間

見
守
る
こ
と
で
生
命
の
力
強
さ
を
再

認
識
し
、
子
ど
も
が
数
時
間
前
に
は

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
不
意
に
で
き

る
よ
う
に
な
る
瞬
間
に
立
ち
会
え
る

の
は
、
四
六
時
中
一
緒
に
い
る
「
育

休
中
」
だ
か
ら
こ
そ
の
特
権
だ
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
「
休
業
給
付
金

の
支
給
が
遅
く
数
ヶ
月
分
の
貯
え
は

必
要
」「
急
な
生
活
リ
ズ
ム
の
変
化

で
ス
ト
レ
ス
や
体
調
不
良
に
も
注
意
。

し
か
し
、
取
得
し
て
よ
か
っ
た
と
思

う
」
と
い
っ
た
声
も
紹
介
さ
れ
、
最

後
に
「
仕
事
を
休
む
制
度
」
で
は
な

く
「
家
族
と
向
き
合
う
た
め
の
制

度
」
で
あ
り
、
積
極
的
に
取
っ
て
ほ

し
い
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

知
っ
て
欲
し
い
更
年
期

楠
潔
代
女
性
委
員
長
か
ら
は
自
身

の
体
調
変
化
に
つ
い
て
の
経
験
も
含

め
、「
更
年
期
」
時
期
や
介
護
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

更
年
期
は
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が

乱
れ
る
こ
と
で
自
律
神
経
の
調
節
が

乱
れ
、ほ
て
り
・
の
ぼ
せ
・
冷
え
な
ど
、

体
に
さ
ま
ざ
ま
な
不
調
が
現
れ
ま
す
。

症
状
は
１
０
０
種
類
に
及
ぶ
と
も
い

わ
れ
て
お
り
、
約
９
割
の
女
性
が
何

ら
か
の
不
快
症
状
を
感
じ
ま
す
。
種

類
や
強
さ
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
更
年
期
の
さ
ま
ざ

ま
な
不
調
を
「
更
年
期
症
状
」
仕
事

や
家
事
に
支
障
を
き
た
し
て
し
ま
う

ほ
ど
の
重
い
も
の
を
「
更
年
期
障

害
」
と
い
い
ま
す
。
更
年
期
以
降
も

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
減
少
に
よ
っ
て
女

性
は
骨
粗
し
ょ
う
症
や
動
脈
硬
化
な

ど
の
リ
ス
ク
が
男
性
よ
り
も
高
く
な

り
ま
す
。

楠
委
員
長
は
更
年
期
に
つ
い
て
の

知
識
が
な
い
と
症
状
ご
と
に
受
診
す

る
「
ド
ク
タ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
に

な
り
や
す
く
、
婦
人
科
で
の
更
年
期

医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
悩
む
女

性
も
少
な
く
な
い
と
話
さ
れ
、
体
調

の
悪
い
時
は
お
互
い
様
の
精
神
で
み

ん
な
が
我
慢
せ
ず
、
鎮
痛
剤
に
頼
ら

ず
、
休
む
職
場
に
し
て
い
こ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

健
康
に
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
へ

参
加
者
か
ら
は
「
女
性
の
体
は
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
や
体
調
の
変
化
で

色
々
な
症
状
が
あ
る
。
い
ま
休
め
な

い
現
状
が
あ
る
の
で
、
休
み
や
す
く

す
る
職
場
や
、
人
員
増
を
組
合
と
し

て
交
渉
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

っ
た
。
色
々
な
休
み
や
制
度
が
あ
る

こ
と
を
学
習
し
て
、
そ
れ
を
材
料
に

交
渉
し
て
い
こ
う
」
と
い
っ
た
発
言

や
、「
新
生
児
の
時
期
は
す
ぐ
終
わ

っ
て
し
ま
う
。
１
日
１
日
を
父
親
と

し
て
、
自
分
の
子
ど
も
と
の
時
間
を

大
事
に
す
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
そ

の
時
間
を
作
る
た
め
に
も
、
人
数
が

少
な
い
職
場
の
体
制
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
。
更
年
期
の
職
員
も
労
り
、

い
つ
で
も
気
持
ち
よ
く
休
暇
を
取
っ

て
も
ら
う
環
境
を
整
え
て
、
質
を
上

げ
て
い
く
こ
と
で
お
互
い
様
の
精
神

が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
」

６
月
12
日
、
東
京
・
入
谷
「
日
本
医
療
労
働
会
館
」
に
て
16
県
72
名
で
女
性
委
員
会
プ
レ
ゼ
ン
ツ
い
き
い

き
ワ
ー
ク
学
習
会
、
翌
日
に
平
和
委
員
会
と
の
合
同
企
画
で
靖
国
神
社
平
和
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。
集
会

で
は
基
調
報
告
の
ほ
か
、「
女
性
労
働
者
実
態
調
査
結
果
か
ら
見
え
る
も
の
」、「
男
性
の
育
休
取
得
に
つ
い
て
」、

「
更
年
期
・
介
護
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
特
別
報
告
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

女
性
委
員
会
プ
レ
ゼ
ン
ツ
い
き
い
き
ワ
ー
ク
学
習
会

　
最
近
、
メ
ー
ル
相
談
な
ど
を
行
う

中
で
感
じ
る
の
は
、
失
敗
そ
の
も
の

に
悩
む
と
い
う
よ
り
も
、
失
敗
し
て

は
い
け
な
い
、
周
り
か
ら
遅
れ
を
と

っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
に
苦
し
む
人
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
現
代
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
や
成
果

主
義
の
影
響
も
あ
り
、
一
度
の
失
敗

を
人
生
の
終
わ
り
の
よ
う
に
と
ら
え

て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
特
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
影
響
で
、
私
た
ち
は
か
つ

て
な
い
ほ
ど
、
他
者
の
成
功
や
成
果

を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
、転
職
・
結
婚
・

出
産
の
報
告
な
ど
、
知
人
や
友
人
、

芸
能
人
ら
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち

の
充
実
し
た
日
常
生
活
の
様
子
が

手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
り
ま
す
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

上
げ
ら
れ
る
一
面
は
、
人
に
見
せ
て

も
よ
い
、
見
せ
た
い
場
面
で
あ
る
こ

と
が
多
く
、
そ
の
裏
に
あ
る
苦
労
や

失
敗
は
見
え
に
く
い
も
の
で
す
。
し

か
し
、
そ
れ
に
気
が
付
か
ず
、
自

分
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
に

感
じ
、
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
自
分

が
必
要
以
上
に
目
に
つ
い
て
し
ま
う

の
で
す
。
実
際
、
失
敗
し
た
こ
と
そ

の
も
の
よ
り
も
、
周
り
は
皆
、
順
調

に
進
ん
で
い
る
の
に
、
自

分
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
て

い
る
と
い
う
「
比
較
の
苦

し
み
」
を
感
じ
て
い
る
こ

と
が
多
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

し
か
し
、
失
敗
を
避
け

て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。「
失
敗
を
し
て
し
ま
っ
た
自
分

は
終
わ
り
で
価
値
が
な
い
」
に
し
な

い
こ
と
が
、
そ
の
後
の
生
き
方
を
変

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

た
め
に
は
、
結
果
だ
け
で
判
断
し

な
い
経
験
を
た
く
さ
ん
積
む
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
目
に
見
え
る
結
果
だ
け
で
は
な

く
、
家
族
や
友
人
と
培
っ
て
き
た
関

係
、
誰
か
の
役
に
立
っ
た
と
い
う
経

験
、
勉
強
や
仕
事
以
外
で
の
充
実

し
た
時
間
な
ど
が
あ
る
と
、
た
と
え

仕
事
や
勉
強
で
失
敗
し
た
と
し
て
も
、

自
分
の
価
値
は
失
わ
れ
な
い
と
思
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
20
）

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
隆
盛
で
広
が
る「
比
較
の
苦
し
み
」

山本晴義先生

心
の
相
談
室

青年コーヒー財活中の新米パパ小川さん

妊産婦が請求した場合、深夜業（夜勤）を
させることはできない

集会は男性組合員も多く参加

会場後方では原爆パネル展示も行いました

男
性
育
休
、働
き
や
す
い
職
場
へ一歩

男
性
育
休
、働
き
や
す
い
職
場
へ一歩
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な
が
ら
見
学
す

る
こ
と
で
歴
史

を
よ
り
深
く

理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
」「
平

和
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
る
貴

重
な
機
会
に
な

っ
た
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
戦
後
80
年
を
迎
え
る
な
か
、
全
厚
労
は
こ

れ
か
ら
も
平
和
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
に
携
わ
る
労
働
組
合
と

し
て
『
い
の
ち
・
く
ら
し
・
平
和
』
を
守
る

運
動
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　
参
加
者
は
３
班
に
分
か
れ
、
ガ
イ
ド
（
医

労
連
Ｏ
Ｂ
池
田
武
士
さ
ん
、
茨
厚
労
安
本
真

理
子
さ
ん
、
榎
田
ふ
み
本
部
書
記
）
の
案
内

を
受
け
な
が
ら
靖
国
神
社
境
内
を
巡
り
、
創

建
の
歴
史
や
戦
争
と
の
関
わ
り
、
境
内
に
設

置
さ
れ
た
記
念
碑
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
遊
就
館
で
は
、
戦
争
に
関

す
る
資
料
や
展
示
を
見
学
し
、
戦
争
が
社
会

や
人
々
の
暮
ら
し
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

　
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
現
場
で
働
く
私
た

ち
は
、
日
々
「
い
の
ち
」
と
向
き
合
っ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
戦
争
に
よ
っ
て
失
わ

れ
る
命
の
重
み
や
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て

学
び
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き

　
日
本
医
労
連
第
34
回
平
和
ツ

ア
ー
in
沖
縄
に
は
、
全
厚
労
か

ら
は
長
厚
労
鹿
教
湯
三
才
山
リ

ハ
セ
ン
タ
ー
支
部
や
熊
谷
総
合
病

院
労
組
な
ど
か
ら
９
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
長
厚
労
参
加
者
の

感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

風
化
し
て
は
い
け
な
い
歴
史

　
10
年
前
高
校
生
の
時
に
修
学

旅
行
で
沖
縄
に
訪
れ
た
事
が
あ

り
、
今
回
訪
れ
た
施
設
・
場
所

に
来
た
記
憶
は
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
時
の
記
憶
は
平
和

学
習
も
し
ま
し
た
が
、
楽
し
い

記
憶
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
山
田

さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
沖
縄
の
歴
史
、

戦
争
の
悲
惨
さ
に
つ
い
て
聞
き
・

直
接
目
で
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
戦

争
は
し
て
は
い
け
な
い
、
愚
か
な

行
為
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま
し

た
。
こ
う
い
っ
た
平
和
学
習
は
、

忘
れ
た
頃
に
再
度
行
い
、
歴
史

を
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
強

く
感
じ
ま
す
。
最
後
に
、
今
私

た
ち
は
平
和
の
う
え
に
生
活
出

来
て
い
る
こ
と
を
感
謝
し
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

山
崎
峻一さ
ん

（
鹿
教
湯
三
才
山
リ
ハ
労
組
）

残
る
戦
争
の
影

　
３
日
間
を
通
し
て
戦
争
の
悲

惨
さ
を
学
び
ま
し
た
。
最
初
は

沖
縄
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
だ

け
の
動
機
で
参
加
し
ま
し
た
が
、

実
際
に
壕
や
ガ
マ
に
入
り
そ
こ
で

の
生
活
や
、
劣
悪
な
環
境
で
の

医
療
行
為
を
行
っ
て
い
た
と
こ
に

衝
撃
を
う
け
ま
し
た
。
自
分
が

医
療
処
置
を
行
う
時
に
あ
ん
な

暗
い
と
こ
ろ
で
は
正
確
な
こ
と
は

で
き
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
し
、

麻
酔
等
医
薬
品
が
不
足
し
た
状

態
で
重
症
の
兵
士
の
処
置
や
看

護
を
し
て
い
く
こ
と
は
本
当
に
辛

く
苦
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
戦
争
か
ら
約
80
年

が
過
ぎ
て
も
戦
争
の
影
が
残
っ
て

い
る
こ
と
が
衝
撃
的
で
し
た
。
３

日
間
で
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

で
き
と
て
も
い
い
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

目
を
そ
む
け
て
は
い
け
な
い

残
酷
な
事
実

　
基
地
の
近
く
で
は
今
で
も
騒

音
問
題
や
い
つ
何
が
始
ま
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う

恐
怖
が
つ
い
て
ま
わ
る
こ
と

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
20
号
壕
や
ガ
マ
は
、
当
時

は
真
っ
暗
な
中
の
足
場
の
悪

い
と
こ
ろ
を
走
り
回
っ
て
介

助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

医
療
材
料
も
な
い
中
で
救
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
た

負
傷
者
は
医
療
を
受
け
て
再

び
戦
地
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
残
酷
な
現
実
も
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
資
料
館
で
は
戦
争
に
よ
っ
て
命

を
落
と
し
た
方
た
ち
の
遺
影
、

そ
の
方
々
の
紹
介
文
、
当
時
の

物
品
、
映
像
資
料
を
自
分
の
目

で
見
る
こ
と
で
「
戦
争
は
や
だ
な

ぁ
」
と
か
、「
戦
争
は
昔
の
こ
と

だ
か
ら
。」
と
か
そ
の
よ
う
な
感

情
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
よ
う
な
複

雑
で
残
酷
で
、
ま
た
「
な
ん
で
こ

ん
な
こ
と
を
。」
と
い
う
怒
り
の

よ
う
な
感
情
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
普
通
の
暮
ら
し
を
し
て
い

た
住
民
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

た
事
実
、
今
で
も
そ
の
よ
う
な
悲

惨
な
出
来
事
を
繰
り
返
し
て
い
る

事
実
が
あ
り
、
そ
の
戦
争
は
起

こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と

い
う
こ
と
を
す
べ
て
の
人
類
が
考

え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
改
め
て
戦
争

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
追
悼
の

意
を
こ
め
て
生
き
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
戦
争
を
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
思
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
沖
縄
の
歌
に
も
あ
る
よ
う
に
、

教
科
書
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
事

実
や
人
の
思
い
、
命
と
い
う
も
の

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
和
の
尊
さ
学
ぶ

貴
重
な
経
験

　
今
回
の
沖
縄
平
和
ツ
ア
ー
に
参

加
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和

の
大
切
さ
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
戦
争
に
つ
い
て
は
学
校
の
授
業

や
本
で
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
実

際
に
戦
跡
や
資
料
館
を
訪
れ
る

こ
と
で
、
当
時
の
人
々
が
経
験
し

た
苦
し
み
や
恐
怖
を
よ
り
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
特
に
戦
時
中
実
際
に
使
わ
れ
て

い
た
鍾
乳
洞
の
中
に
入
り
、
酸

素
の
薄
い
薄
暗
い
鍾
乳
洞
の
な
か

で
今
の
医
療
現
場
で
は
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
治
療
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
知
り
と
て
も
印
象
に
残

り
ま
し
た
。
正
し
い
戦
争
な
ん
て

な
い
と
言
う
こ
と
と
平
和
な
日
常

が
当
た
り
前
で
は
な
い
こ
と
を
実

感
し
、
現
在
の
生
活
の
あ
り
が

た
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
歴
史
を

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
平
和
の
尊

さ
を
実
感
で
き
る
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

山
崎
峻
一
さ
ん
、
牧
野
空
さ
ん
、

戸
島
萌
々
子
さ
ん
、
新
井
沙
季

さ
ん（

鹿
教
湯
三
才
山
リ
ハ
労
組
）

　
戦
争
か
ら
約
80
年
が
経
過
し

た
現
在
も
世
界
各
地
で
武
力
紛

争
が
続
い
て
い
ま
す
。
戦
争
の
実

相
を
学
び
、
平
和
の
尊
さ
を
次

の
世
代
へ
語
り
継
ぐ
こ
と
の
重
要

性
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

真夏を思わせる暑さの中を歩く

　全厚労女性委員会は６月12
～13日に「いきいきワーク学
習会」を開催しました。２日
目には平和委員会との共同企
画として「靖国平和ツアー」
を実施し、全国から参加した
仲間が靖国神社と遊就館を見
学しながら平和について学び
ました。

沖縄で学んだ
戦争の悲惨さと
平和の尊さ

長厚労リハセンター支部の仲間

戦跡を見学し戦争の実相を学ぶ参加者

かつて沖縄の方々が歩いた山道を行く

「今だからこそ平和を考えたい」「今だからこそ平和を考えたい」

大鳥居の手前で、創建の歴史や戦争との関わりを学ぶ参加者大鳥居の手前で、創建の歴史や戦争との関わりを学ぶ参加者艦上爆撃機　「彗星」艦上爆撃機　「彗星」

熱心に耳を傾ける参加者熱心に耳を傾ける参加者

女性委員会・平和委員会共同企画靖国平和ツアーを開催女性委員会・平和委員会共同企画靖国平和ツアーを開催
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